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ZIneの協力作用について
大坪雄三(大学院〉
ネコの坐骨神経一前腔骨筋・ヒラメ筋標本に呼吸 
曲線描記を併用し，叉ラットの横隔膜神経筋標本を
用いて，上記三種の筋弛緩薬に対する CPの作用を 
検索し，次の結論をえた。
l. CP は筋収縮に何らの~化も及ぼさない少量 
において， SCC，ClOおよび d-TCのいずれの筋弛
緩作用をも著明に増強したが，これは CPの末橋、作
用によるものと思われる。
2. CPと各種筋弛緩薬との併用に際して， 呼吸
抑制の巌・もすくないのは SCCであり， これに対し
て ClOや d-TCでは呼吸抑制が著しし、。
3. fijiJli緩効果と呼吸抑制との聞には平行関係が
ない。ことにヒラメ筋の弛緩程度から必ずしも呼吸
停止を予知することはできなし、。
4. ClOおよび d-TCの筋種による感受性の相違
に関する従来の説を確認した。しかし， SCCにつし、
ては，前腔骨筋に対する作用の方がヒラメ筋に対す
るものより著しく強いことを知った。 
5. CPとSCCの併用による筋弛緩効果は臨床
上利用して価値の大きいものと信ずる。
15) 植込み電極法による麻酔深度についての脳波
学的研究
横田俊二(大学院〉
今回私は麻酔剤の中枢作用機序を解明しながら麻
酢深度と脳波との関係を検討した。実験方法はネコ
の皮質及び深部脳波を無麻酔・無拘束な状態にて記
録し得る植込み電極法を用い，脳幹麻酔剤ラボナ{
ノ1.-，アミターノL並びに皮質麻酔剤エーテノLの脳波を
測定し麻酔のおのおのの時期に応じ異なった特徴あ
る patternを記録し得た。脳幹麻酔剤では第 1....
E期に sleepspindleが現われ， surgiCal stage 
には徐波の suppressionがみられた。叉エーテノL
は第E期に於いて皮質の抑制作用著明なため発揚状
態を示し脳波は記録し得ず surgicalstageには 2
--3 cpsの高振巾徐波が認められた。以上の如き脳
波は人間にも同様記録し得られるようで，各種麻酔
によって上述の如き臭った patternが記録し得.ら
れるのは，薬物の中枢抑制作用が次のー連の系統，
即ち上行性網様賦活系，一一汎性皮質投射系，一一大
脳皮質，等に対し局部的に作用を異にするためと考
える。
16) 荘司病院に於ける入院患者統計並びに興味あ
る2，3症例に就いて
村上利恵
最近約2年聞に 842例を入院治療せるに，虫垂炎
71%最多く，外傷，ヘルニア以下各々 3--1%未満
で例数砂いが疾患種類は多い。手術群 744例，その 
70%は虫垂炎である。手術死亡率 0.27%で良好な
るに反し，非手術群 98例は予後不良な頭蓋底骨折，
服毒等不慮、死を高率に含み，死亡率 35.6%で不良で
あるが，両群綜合での死亡率 5.2%は満足すべきと 
考える。イレウス 14例，中捻転 S状結腸一期切除
後死亡の 70歳女 1例に就き全身処置強化と，予め F
縫合不全に対し吻合部血行再確認，ft[門ゾンデ挿 
入，抗生剤使用等試むべき事。叉，外傷性皮下内臓
破裂 3例中， タγポナーデ施行後出血死亡せる牌破
裂 19歳男の 1例に就き極力別牌に努むべき事等。 
尚別牌毛技要領に関し中山教授に教示頂いた点も述
ベた。 
17) 脂肪の消化吸収に対するトレーサー法とその
意義に就いて
有馬道男
各種消化管手術後の消化吸収にアイソトープを導 
入する事を考え，プマ泊にJ131をラベノLする事に成
功し，これを指示剤として研究する方式を確立し
た。ラベノLする方法は，コ、、マ油に Na J131・稀塩酸・
過酸化水素水・沃度・臭素を加えて， 24時間放置の
後水洗してエーテルを除いて得るもので，これは各
種消化液で人工消化試験を施行したが安定であっ
た。検査法は，指示剤2μ cjkgを食ノ宅ン・鶏卵・牛
乳と共に早朝空腹時与え，以後6時間目迄採血，糞
便・尿は3日間にEって集め，血液・糞便は分屑に
分った後乾燥測定した。亦正常成犬の門脈及び胸管 
vこビニー ノL管を挿入して本法を施行し，門脈血は末
柏、血より稿、々高く，乳蝶は遥かに高いカウント数を
示す事を知った。
本法に依れば，摂取総J131量と排世総J131量より 
吸収率を知り得るは勿論，吸収の時間的推移の他，
各種術後患者の吸収率の差，吸収の遅速等迄知り得
る手'JI点ヵ;ある。 
18) 放射性燐蛋自の消化吸収に関する基磁的研究

中神恒男 

放射性燐蛋自の消化吸収試験はアイソト{プの特
